
 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

外部環境分析（施策を推進するうえで，追い風又は向かい風となる変化や社会的な状況） 

追い風 向かい風 
○「歩いて楽しいまち」という実感は高い＜27P＞ 

○「鉄道網や道路網が発達していることによる近隣の都市への移動

の便利さ」についての実感はやや高い＜28P＞ 

○道路のバリアフリー化の推進＜29P＞ 

○駅前周辺整備事業による人流・物流の活発化＜30P＞ 

○自転車等の利用環境の整備＜31P＞ 

○新十条通及び油小路線の整備による移動時間の短縮＜32P＞ 

○社会資本（道路，橋，公園等）の老朽化等に伴う施設の維持管理

や更新の必要量の増大＜16P＞ 

○都市基盤整備を行うに当たり，財源の確保が困難＜15P＞ 

京都の現状分析 

京都の強み 京都が解決・克服すべき課題 
○1200 年の悠久の歴史景観と山紫水明の自然とが調和した形で整

備してきた都市基盤 ＜33P＞ 

○京都の伝統的習慣である打ち水や門はきによる道路空間の清潔さ

に対する意識の高さ ＜34P＞ 

○道路の歩きやすさに対する市民実感が低い＜13P＞ 

○道路の安全性・快適性に対する市民実感が低い＜14P＞ 

○他都市より遅れている都市計画道路の整備＜35P＞ 

○他都市より少ない都市公園面積 ＜36P＞ 

～まちの基盤づくり～ 

市民のくらしや，京都においてなされる，あるいは京都を発信地としてなされ

る諸活動を円滑に行えるようにするには，生活の利便性・快適性に優れ，生活に

潤いのある住み心地のよいまち，多様な経済・文化活動を支える基盤のしっかり

したまちをつくっていかねばならない。そのために，環境への負担軽減に十分配

慮しつつ，都市の骨格となる交通軸など，ひとやものの円滑な流れを支える安

全・快適な交通体系をはじめ，公園・緑地，教育・文化・スポーツ施設，住宅・

住環境，河川，上下水道などの基盤を整備するとともに，歴史的風土や自然環境

と調和した町並みの美しさを守り，山林や農地の保全を図る。 

京都市基本構想に

おける関連記述 

これまでの主な取組 

動かしがたい深刻な与条件：人口減少，少子高齢化… 

論点２ 政策の基本方向 
 ◇ 今後10年間の基本的考え，価値観は？ 

論点３ 市民と行政の役割分担と共汗  
 ◇ 政策の推進に当たって市民や行政が行うべきことは？         

論点４ 10年後に目指すべき姿 
 ◇ 10年後のあるべき姿やそれが達成された状態を測る指標・目標値

は？ 

・人やものの円滑な流れを支える幹線道路及び京都高速道路の整備を推進 

・道路空間の安全・安心に配慮した魅力ある道路環境整備の推進 

・景観と低炭素社会が調和した緑豊かなまちづくりの推進 

・社会資本の効率的な維持管理の推進 

・新しい都市拠点の基盤整備とにぎわいを創出するまちづくりの推進 

今後１０年の喫緊の課題：低炭素社会，財政健全化…

油小路線の整備 向日町上鳥羽線の整備 宝が池公園   
｢子供の楽園｣の整備 

社会資本の維持管理

論点１ 現状と課題 
◇ 活かすべきチャンス（追い風）は？放置できない問題（向かい風）は？ 

◇ 活用できる資源（強み）は？克服すべきこと（課題）は？ 

＜現在の方向性＞ 

○建設局中長期運営方針 

・ 「適切に維持管理されたまちにする」 

・ 「歩いて楽しいまちにする」 

・ 「歴史的な景観を生かしつつ新たな景観を創造する」 

・ 「環境への負荷が少ないまちにする」 

・ 「安全・安心で，活力があるまちにする」 
 

○施設の延命化や更新の平準化等を目的とするアセットマネジメント（道路・橋・公

園等）を策定中 

○「京都の景観を引き立てるみち」をコンセプトに「京(みやこ)のみちデザイン指針」

を策定中 

○都市災害の防止及び都市景観の向上を図る，新たな「無電柱化推進計画」を策定中

○地球温暖化対策やヒートアイランド現象の緩和に寄与し，量から質へと転換を図る

都市緑化を推進する，新たな「京都市緑の基本計画」を策定中 

○適正な自転車利用を進めるための施策を総合的に推進する，新たな「京都市自転車

総合計画」を策定中 

○京都高速道路の残る 3 路線の必要性も含めあり方を検討していく 

＜政策を進めるうえでの悩み＞ 

・道路の歩きやすさに対する市民実感は低い 

・道路の安全性・快適性に対する市民実感が低い 

・都市基盤整備の財源確保が困難 

・社会資本（道路，橋，公園等）の老朽化等に伴う施設の維持管理や更新の必要量の

増大 

＜関連データ＞ 

・歩道の歩きにくさを感じる人は７割以上，理由の過半数は道路・歩道の狭さ＜13P＞

・「市内の道路は安全・快適である。」と思う人は約 2 割＜1４P＞ 

・社会資本施設の増加＜1６P＞

これまでの動き 


